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ている。そして、 ドキュメ ン 夕 リ一映画『標的の村』 (2013年)が的確に記
録しているように、そのような場所では人びとの歌がうたわれているのであ
る。' これらはすべて、 日本の戦後史のみならず、 この国の近代化の歴史その
ものを根本から批判し、 それとは別の世界をみずからの力で創出しようとし
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ラ ー ジ」 を実現するための手段として考えていたからである。 「スワラー
ジ」 (swaraj) とは、もともと「みずから」 (sva)の「支配」 (raj)、つま
り 「自己支配」や 「自己統治」を意味するグジャラ トー語の言葉である。ガ
ンディーは、 この言葉を、 植民地主義、 帝国主義を根底から批判するために、
まったく新しぃ概念として作り直した。 ガンディー がインド独立運動におけ
る中心的存在であったのは1919年から1940年代にかけてであるが、 この間の
ガンディー の政治目標を一語で表現するならば、 まさにこの 「スワラ ジー」
ということになる。5 では、ガンディー にとって「スワラー ジ」とはどのよう
な理念だったのか?
ス ワ フ ジー
ガンディーは、1909年に『インドの自治』 (HindSwaraJ) を 執 筆・発表し、
そこでみずからの 「スワラー ジ」 の理念をはじめて本格的に展開した。 それ
までインド独立運動にかかわる多くのナショナリストたちにとって、 「スワ




非暴力直接行動を再導入するー ガンデイ - と私たちの未完の脱植民地化一
この言葉を、 民衆の非暴力の行動によって創設される 「自治」 (self-rule) を
表す言葉として再定義するのである。7 「非暴力」は、もともと、ヒンズ一教、
ア ヒ ン サ ー
ジャイナ教、仏教のなかに「非殺生」 (ahimsa)とぃう宗教原理としてあっ
たものであるが、 ガ ン デ ィ はー、 これを植民地主義、 帝国主義に対する根本
的な対抗原理として再発見した。そして、 それをインド独立運動の核心部分





前の政府を持つたョー ロッパ諸国においても 「自治」 は存在せず、 民衆たち
は支配層によって搾取されていたからである。ガンディ はー、 『インドの自




1f・ま; iこ ミ養 し、あi・ 。9 (強調は筆者)











ガ ン デ ィ はー 、 イ ン ド も ョーロッパも根本的には同じ「近代文明」
(modemcivilisation)という「病」のなかにあると考えた。'oそして、植民地
支配のただなかで、そのような「病」からの治癒を模索したのである。 「ス
ワ ラ ー ジ」はまさにそのような観点から構想された理念だった。ガンディー
は、近代文明の根底に「搾取」 (exp1oitation)とぃう体系的な暴力を見た。
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ガンディー は、 大英帝国による植民地支配やイン ドの大都市による農村支配
の根本に 「搾取」の構造を見て取つた。そして、貧困とは、ほかでもないこ
の 「搾取」の結果だった。ガンディはー、 「搾取」をしばしば「組織化され
た暴力」 (organized v olence)と呼んだが、これこそが根治すべき病の正体




















負つているからです。 '5 (括孤内は筆者による補足、 強調は筆者)
ここでは、 社会主義国家だけでなく、 国家という存在そのものに対するガン
ディーの率直な意見が語られている。ガンディー は、搾取という「組織化さ










ガンディ がー植民地主義のただなかで作り出そうとした 「スワラー ジ」 とは、
まさにこの「組織化された非暴力」 (organized on-violence) だったと言つて
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だったのである。
3 なぜ、 非暴力なのか?一贈与の力



























































ガンディー によれば、 「懇願」とは、目的物を「贈り物」 (agift) と し て
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得る手段であるが、 重要なのは、 「懇願」 という行為がそのような 「贈り
物」 を交換するような関係性を他者との間に創設することである。 もちろん、
懇願したからといって「贈り物」が得られるとはかぎらなぃ。 しかし、少な
くとも、懇願は、 「奪う」 (武器)のでも「買う」 (貨幣)のでもなぃ仕方
で他者に関係し、他者との関係性を形成しようとする。 「懇願」のコミュニ
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した) 。 このように、 インドの多くの農民たちは、 植民地政府による徴税と



















ガンディー は、 植民地インドの権力を生み出しているのは、 根本的には、 イ
ギリスの軍事力や経済力ではなく、それらを支えている無数のインド人自身
の行動だと考えた。 税金を払う、 軍隊に保護を求める、 みずから官僚、 警官、















デ ィ のー最初の構想では、 「非協力」は、次の4段階のボイコツ トを含むもの





























な諸個人の行動がスワラー ジの「種子」となると考えた。ガ ン デ ィ はースワ





スワラー ジを実現するためには、 「組織化された暴力」 を解体してゆく必
要があったが、 同時に民衆たちはそれとは異なる新たな社会関係を組織して
ゆく必要もあった。そこで、ガンディーは、スワラージを実現するために達
成すべき具体的な課題を 「建設的プログラム」 (Constructive Programme) と
してまとめ、焦点化した。そこには、先に言及した「ヵー デ ィ」 (手紡ぎ糸
を使つた手織り布)の生産・使用の奨励にとどまらず、インドを構成してい







ここでは、 「チャルカー 」 (手紡ぎ用の糸車)を回して糸を紡ぎ、自らの
手で布を織るとぃう民衆たちの行動を例にとり、非暴力直接行動がスワラー
ジを生み出してゆく建設的な力でもあったことを確認しておきたい。ガン















の根本認識である。 ガ ン デ ィ はー、衣食などの人間の生存にどうしても必要
なものは、 巨大な資本に依存せず、民衆自身が自分で生産できる手段を確保
しておくべきだと考えた。チャルカーは、 まさにこのことにかかわっていた。













1934年設立の「全インド農村産業協会」 (A11India V 1lage Industries
Association)は、このような運動を促進し、相互連携しようとする組織だっ
た。




づけたのである。39 「チャルカー は、 非暴力的な経済の自給自足のシンボル
である」 。4°「組織化された暴力」から自立しようとするこのような実践を
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どのように始めてゆけばよいかにっいて、 ガンディー は1935年に新聞 『ハ
リジャン』 において次のようにきゎめて平易な言葉で語つている。




















5 サッティヤーグラハ:魂の力、 真実の力、 愛の力
5- 1 良心に根ざす行動:魂の力、 真実の力
これまで見てきたように、 非暴力直接行動はスワラー ジを実現するための
手段だった。 しかし、 同時に、 非暴力直接行動は、 スワラー ジを実現するた
めのたんなる手段ではなかったというべきである。非暴力直接行動は、 それ
自体で小さな「自治」 (self-rule)の実現であり、それ自体で達成している水
準があったからである。ガ ン デ ィ はー、非暴力直接行動を「サッティ ヤー グ
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非暴力直接行動を再導入するー ガ ン デ イ ーと私たちの未完の脱植民地化一
ラハ」、 「魂の力」、 「真実の力」、 「愛の力」 とさまざまな名前で呼んだ
が、それを『インドの自治』のなかでは次のように簡潔に定式化している。
直 i、ti度i名1i動を拒むときに、私は魂の力を使う。42 (強調は筆者)
ここで、 ガンディー は、 「魂の力」 (非暴力直接行動) を、 スワラー ジから
定義するのではなく、 「良心」から定義している。非暴力直接行動とは、
「良心に反する行動」を拒否することだと。ここで重要なのは、非暴力直接_ 、 、 、t、 、 、 、 、 、t 、
行動が、 自分の行動に介入する行為として定義されていることである。それ
は、 もちろん他者や社会に関わる行為なのだが、 根本的には、 良心に反する
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ん、 このような出来事は、 「私」 を社会的に困難な場所に連れ出すだろう。
それまで、 行動を通して権力に与えていた協力を撤回することによって
「私」 は権力に抵抗する存在になるからである。 「私」 はもはやそれまでの
行動をしなぃ。あるいは、それまでの行動とは逆行するような行動を始める。
これは、強い否定性の表現である。しかし、 「私」はそのとき、身を低くし
つつ、 みずからの身体を通して 「良心」 を肯定しているのである。 あるいは、






のなぃ態度」 (the only truthfulposition) だからだと述べている。 これこそが、
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揶揄されたり、 あるいは非現実的な力として軽視されてきた。 ガンディー の
時代もそうであったし、現在も同じである。そのような世界観のなかでは、














ガンディー は、 「愛の力」 こそが、 世界の基礎をっくっている力であると主張
する。戦争であろうと、軍事力であろうと、 「愛の力」がなければ、存在すら
できなぃだろうと。 「もし、愛の力の存在がないとしたら、世界は消滅してし
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